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ERPシステムと全銀協XML新システムの概要

出展：SAPジャパン

SAP提供Note
+Add-in開発(金融EDI部分)

ＳＡＰ提供機能適用
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全銀EDIシステム(ZEDI)対応スケジュール

2018年
9月 10月 11月 12月

2019年
1月 2月 3月

EDI情報項目
セット仕様確定

設計・開発

総合テスト単体・結合テスト

10/31
ZEDI総合運転試験

12/25
ZEDI サービスイン

9.グループ
内送金

「EDI情報項目」については仕様公開されているＳ-ＺＥＤＩを採用し
総合振込（Pain.001）に対応。

仕様公開され確定している
EDI情報項目を準備
（S-ZEDI / 9月時点）
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2.初動取引先選定・交渉

6.本口座等
設定

10.外部
取引先
初動

2/22
本番移送

3.通信・証明書設定

5.アドオン修正

7.回帰
テスト

マイルストーン
社外協業タスク
社内タスク

決算

4.修正Note適用

8.業務受入準備

1.契約・諸手続き

3/15
外部振込

SAP Note開発

2/26
グループ内
送金

Note適用



総合運転試験について(10/31 完了)
・テストスケジュール

10/31(水)  AM  ZEDIとの証明書設定等
10/31(水)  PM  ZEDI Pain.001（総合振込XML)の送信

・データ仕様
依頼会社：花王株式会社
支払データ：２取引先（関係会社:ニベア花王、日本情報通信）
※金融EDI欄：構造はSZEDIの18項目セット項目はテスト情報

 協力関係
SAPジャパン ：ZEDI対応SAP標準プログラム提供(※代替対応：環境差異   一部調整)
日本情報通信：ZEDIとの通信関連
三井住友銀行：   用 依頼銀行
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継続課題

①支払側のコスト負担（初期開発費・ZEDI使用手数料）
主 業務上 受益 入金側     情報提供  支払側    負担 大   
導入     下  更  対応 必要     ？

②金融EDI情報欄について
仕様公開された『 S-ZEDI 』以外 登録   都度      改修 発生   
業界標準 乱立 防 対応 必要     ？

(例   経済産業省 中小企業庁 格納   40項目を標準としてXMLタグ化）
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参考資料：金融EDI情報   格納   商流情報
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